









































学苑 総合教育センター国際学科特集 No.919 24～36（20175）
ディラントマスの戦争詩に見る
「ウェールズという文化的背景」







































































































































































































































で／くり広げられる 海のミサは／火山のように噴出し 泉となり そして
／栄華を 栄華を 栄華を／永劫に呻こうと 創世記の稲妻からできた 今や分離しつつある究極の王国へ
と入りゆく。）
第3部の全体を海のイメージが占める。海はロンドンの劫火を消す水（「海のミサは／火山のように噴出
し 泉となり」）だ。同時に，全てを「浄化」する水でもある。前2に不在だった「浄化」がここに
はある。全てが焼かれた地上が，清められる。その後に現れるのは，神の「究極の王国」だ。これこ
そまさに究極の再生／復活，即ち，審判の日の到来である。これらのイメージは，1945年3月に成
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就した「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」に引き継がれる。
○「ロンドンでの幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」
（・A RefusaltoMourntheDeath,byFire,ofaChildinLondon・）
この詩は，焼夷弾で焼かれた一人の少女の死を扱う。しかしトマスは，その死を描写しない。代わ
りに壮大な宇宙観を描く。その壮大さは，句点不在の冒頭3連13行に及ぶ長文ともとれる詩行に現
れる。ここでは複数のイメージが重なるように言葉が曖昧に配置され，意味の多層性が形成される。
Neveruntilthemankindmaking
Birdbeastandflower
Fatheringandalhumblingdarkness
Telswithsilencethelastlightbreaking
Andthestilhour
Iscomeoftheseatumblinginharness
AndImustenteragaintheround
Zionofthewaterbead
Andthesynagogueoftheearofcorn
ShalIletpraytheshadowofasound
Orsowmysaltseed
Intheleastvaleyofsackclothtomourn
Themajestyandburningofthechild・sdeath.
（鳥，獣，そして花を作り出し／父となり育てる人類と すべての慎ましやかな暗闇が／沈黙をもって 最
後の光が閃くことを告げ／その静かな時が／馬具をつけ のたうち回るように荒れ狂う海となりやってくる
／ ／そして私は再び 水の数珠
じゅ ず
でできた／丸いシオンと トウモロコシの穂でできたシナゴーグ／へと入
らねばならぬ／その時にこそ／私は 音の影に祈りをささげさせよう／あるいは最も狭隘な嘆きの谷に塩の
種を蒔き／ ／その幼子の厳かな焼死を悼もう。）
私たちは前作を読んだ経験から，第1連の「闇」は聖書的な「原初の闇」16であることを知っている。
故に「最後の光が閃く」とは，爆弾の炸裂であり，ベツレヘムの星の輝きでもある。その炸裂を「闇
が沈黙をもって…告げ（る）」とは，その爆発の非日常性（＝戦火）と，爆音が私たちの耳に届かぬほ
ど遠くの出来事（＝星の誕生）であることを表す。
また私たちは，「馬具をつけ のたうち回るように荒れ狂う海」が，ロンドンの劫火を消すことも
知っている。つまり前作は，劫火に焼かれた大地が海の水に清められ，そこからの「究極の王国」出
現の過程を描いたのに対し，この詩はその後の世界を描く。そこには「再生」がある。故に最終連に
あるように「屍衣を纏い 地中深くに最初の死者とともに横たわる」少女の死（・Deepwiththefirst
deadliesLondon・sdaughter,/Robed・）を「嘆き悲しむ」必要はない。
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トマスは人類の代表として，全ての死を象徴する普遍化された少女の死と向き合う。向き合い，水
滴から作られた数珠
じゅ ず
で清められた ・Zion・へと入る ・Zion・とはエルサレム東部にあるシオンの
聖峰であり，神の国である。シオン／神の国に到達し，復活の日を待つ。そして最後の行で，静かに
呟く 「最初の死の後，それ以上の死はない。」（・Afterthefirstdeath,thereisnoother.・）。「最
初の死」とは少女の死でもあり，アダムとイブの死でもある。望月はこの節には，聖パウロのローマ
人への書簡6章9節（前出）からのエコーがあるとする17。即ち「それ以上の死はない」とは，死が
二度と訪れぬこと，そして，初期の死で詠った「死は滅ではない」とする主張が確立されたことを意
味する。故に，死を新たなる生への入り口と見ようとしたトマスの試みは，ここで終結する。全ては
神の国で再生する。これは死を「嘆くことへの拒否」の表明である。
Ⅴ．
このようにトマスの戦争詩では，キリスト教のイメージがその中核をなす。この宗教的影響力の強
さをKarlShapiroは，「（トマスにとって）宗教は間違いなく人生の一部であり，詩人の一部となって
いる」18故と語る。そこには，ウェールズを表す要素は感じられない。だがAckermanはこの宗教
的影響力を，南部ウェールズで一大勢力を得たピューリタニズム（メソジスト）に帰し，「ウェールズ
という（文化的）背景」（WelshBackground）あってこそトマスの詩は成り立つとする。曰く，「ピュ
ーリタニズムは久しくウェールズ人の人生と思想を方向づけてきた。その影響は良かれ悪しかれ，避
けようがない」19のである。そしてトマスが，ウェールズでメソジストの熱狂的な説教を表すウェー
ルズ語hwylでその名を知られた，メソジストで会衆派教会の牧師／叔父のDavidReesから多大な
影響を受けていることを指摘している20。
ではAckermanが指摘する，「ウェールズという（文化的）背景」（WelshBackground）とは何か。
Ackermanはその著DylanThomas:HisLifeandWorkで第1章の表題にこの言葉を与える。そ
の中でトマスに強い影響を与えたものとして，ウェールズ語話者の親戚や友人および英語で書くウェ
ールズ人作家らが，英
・
語
・
に
・
翻
・
訳
・
し
・
た
・
ウェールズ伝承や文学などを挙げている。そして同時に，南部ウ
ェールズにおける非国教徒の影響の強さも，特に強調する21。
しかしながらこれら「ウェールズという背景」およびトマスの詩に，詩人／牧師／ウェールズ愛国
者のR.S.トマスが強調する「ウェールズらしさ」（Welshness）を求めるのは難しい。ウェールズが
双方の作品の背
・
景
・
にあるならば，程度の差こそあれ，共通項が見いだせても不思議ではないが，双方
には乖離がある。
この隔たりについて，まずはAckermanが使う「ウェールズという背景」から考える。これは南
部ウェールズという，一地域に帰することができる。この一帯はその丘陵地帯と港を中心に，近代に
おいてウェールズの中でも特殊かつ急速な発展を遂げた。この地域は18世紀に，イングランド人を
炭鉱主とした炭鉱の大規模開発により，一足飛びに近代産業社会へと発展した。この発展には，イン
グランド化の側面が付随していた。英語が日常語として浸透し，新しいイングランド文化が流入し，
この地域は英語でtheValeys（＜丘陵地帯＞）と呼ばれるようになる。トマスはここ＜丘陵地帯＞の
港町スウォンジーで生まれ，イングランド化の恩恵を受けて育った。
トマスの父親はウェールズ語話者だったが，英語を優位と信じた。故に息子の将来を思ってであろ
う，息子を英
・
語
・
の
・
み
・
で教育した。これは19世紀から20世紀初頭にかけて，特に＜丘陵地帯＞で見ら
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れた典型的な選択である。そして父親は，英語教師でもあった。故に息子に英文学，特にシェイクス
ピアを熱心に教えた。結果，トマスは英語単一話者で，英語文化の恩恵を全面肯定する英
・
語
・
作家とな
る。
英国国教会から分離したメソジストは，この＜丘陵地帯＞で躍進した。メソジストはここで多くの
信者を獲得し，同時に，＜丘陵地帯＞の都市化／工業地帯化に伴う新文化圏形成時に，思想面におい
て大きな役割を果たした。その一端が，自然の排除と，古い伝統文化の唾棄である。メソジストは，
古くから民衆の間に根づく習慣や文化全てを悪しきものとして否定したため，新しい文化を享受して
いた会衆／大衆は，喜んでそれに応じた。
メソジストの特徴のひとつに，個人の霊感や霊的体験，および，その告白を重視したことが挙げら
れる。メソジストの牧師は，霊感が降ってきた時に恍惚化し，霊感に導かれるままに即興的に説教を
した。これがトマスの詩作に通ずる。実際，「焼夷弾急襲後の儀式」にはトマスが牧師に扮する場面
があるが，トマスはメソジストの牧師の説教のごとく，霊感に導かれるままに詩作を行った22。そし
て推敲を重ね，詩は完成していった。「焼夷弾急襲後の儀式」「ロンドンでの幼子の，火災による，死
を悼むことの拒否」は，このようにして生まれたと推測される。特に後者冒頭13行の1文（Ⅳに引用）
は，句点がない。各行，句跨り（enjambment）でつながる。従って朗読時に，上がり口調となる。こ
の口調は，メソジストの牧師による説教の調子と合致する23。またトマスは，メソジストの説教では
音が何よりも重要だと，叔父Reesや幼い頃通った教会での宗教儀式から体得した24。「ロンドンで
の幼子の，火災による，死を悼むことの拒否」がもつ朗々たる音は，トマス自身がBBCで残した朗
読の録音から知ることができる。従ってこの詩は，トマスが自身の宗教的体験を，説教者に扮し語っ
たものだとも言える。
トマスが社会主義者だったことは，Ⅱで既に述べた。これも南部＜丘陵地帯＞の産業化都市化し
たウェールズが影響している。Ackermanは，これらの要素は，トマスが無意識／無自覚であって
も，その詩に現れているとする。
一方，R.S.トマスら愛国者らは「ウェールズらしさ」（Welshness）を，北部および西部の伝統的
なウェールズに求める。ここには＜丘陵地帯＞が否定破棄した，伝統や自然と密着した，イングラ
ンド的ではない，伝統文化圏がある。伝説や伝承が生き，伝統的な文化を中心とした生活をウェール
ズ語で営む世界がある。ウェールズの愛国者は概ね，ここを「ウェールズらしさ」の源泉とする。故
に先祖代々受け継いできたウェールズ語とその使用を，愛国心の象徴とする。Welshnessという言
葉は，その愛国思想を英語で表したものである。
そうした愛国者は＜丘陵地帯＞を否定する。その先鋒サンダースルイス（SaundersLewis,1893
1985）は，「南部ウェールズは産業解体されねばならぬ」（・...southWalesmustbede-industrialized.・）25
と宣言する。1938年の講義でディラントマスを名指しし，ディラントマスは能力が備わった作
家だが，イングランド人に属している26と切り捨てる。R.S.トマスはルイスの思想に深く傾倒，「我
ら＜ウェールズの＞若き詩人ができうる最善のことはサンダースルイスの助言に従うことだ。」と
強い支持を表明する。そのR.S.トマスも英
・
語
・
詩人であるがディラントマスとは異なり，ウェール
ズの英語化を全面肯定しない。むしろ英語を「媒体」として扱う27。その「媒体」を使い，「ウェー
ルズらしさ」（Welshness）を強調する。
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IagoPrytherchhisname,though,beitalowed,
JustanordinarymanofthebaldWelshhils,
Whopensafewsheepinagapofcloud.
...
Yetthisisyourprototype,who,seasonbyseason
Againstsiegeofrainandthewind・sattrition,
Preserveshisstock,animpregnablefortress
Nottobestormedevenindeath・sconfusion.
Rememberhim,then,forhe,too,isawinnerofwars,
Enduringlikeatreeunderthecuriousstars.
（イアゴプリザーフが彼の名，まあ，言ってみれば，／禿あがったウェールズ丘の普通の男／雲の隙間に
かな羊を囲っている。／…／しかしこれがあなた方ウェールズ人の原型なのだ 季節が変る度に／包囲攻
撃のように降ってくるしつこい雨や風の摩擦から／その種族や受胎可能な要塞のごとき大地を 死の混乱の
中でさえ／嵐でき回されないように彼は守っているのだ。／この男を覚えておくがよい，それというのも
この男もまた／不思議な星の下 一本の樹木のように堪えた戦争の勝者であるのだから。）
この詩「ある農夫」（・A Peasant・）は戦時下の1942年，中部ウェールズの丘で書かれた。冒頭から
Prytherchというウェールズ（語）名を用いて「ウェールズらしさ」を強調する。そして土に塗れる
生活しか知らぬ農夫を描く。戦火による「死の混乱」は遠いイングランドの都市部のこと故か，ここ
では機関銃による「包囲攻撃」（siege）は雨のそれに変わる。そしてこの自然と密着した生活を送る
農夫を，「あなた方ウェールズ人の原型なのだ」と宣言する。その種を戦渦／自然の猛威にあっても，
守り続けたことを讃える。そしてその功績を，「覚えておくがよい」と読者に呼びかける。
だがディラントマスの姿勢は異なる。このようなWelshnessは，彼の詩からは読めない。彼は
奇しくもR.S.トマスが詩人として世に出た1946年に，放送で自身を「ウェールズの詩人」と認め
た上で，「英語で詩を書く若いウェールズ人は多い。彼らは，自らがウェールズ人であることを情熱
的に主張する…私はそういう人間じゃない」28とWelshness否定ととれる発言をする。ディラン
トマスとR.S.トマス，ふたりは同年代同郷ではあるが，その思想面において大きく乖離している。
Ⅵ．
20世紀ウェールズには，ふたつの文化圏が存在した。近代化を押し進めた＜丘陵地帯＞と，伝統
文化を重んじる地域だ。それらの思想面においては，乖離が見られる。そして其々の文化が，その地
域を背景にもつ芸術家に深い影響を与える。
ディラントマスは＜丘陵地帯＞で育まれた。故に＜丘陵地帯＞否定にもつながるWelshnessを
強調しない。従ってトマスの詩からは，「ウェールズらしさ」を読むことはできない。しかしその作
品の裏には，「ウェールズという（文化的）背景」（Welshbackground）がある。それはロンドンを舞
台にした戦争詩でも，変わらない。一方，R.S.トマスは愛国者として，英語を媒体にWelshnessを
強調する。ここに20世紀ウェールズ英語文学における分断が，見てとれる。逆説的には，この分断
がWelshnessとWelshbackgroundのふたつの精神性を醸成したとも言えるのである。
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注1.Ackermanは特にトマス本人の朗読（BBCに録音を残している）に着目し，ウェールズ人説教者的なhwyl
（Ⅴ参照のこと）が感じられるとしている。JohnAckerman,DylanThomas:HisLifeandWork,
（OxfordUniversityPress,1964）,p.116
2.cf.,・HisinspirationandimaginationwererootedinhisWelshbackground・（JohnAckerman,
WelshDylan:AnExhibitiontoMarktheTwentiethAnniversaryofthePoet・sDeath.（WelshArts
Council,1973）,p.27）
3.DylanThomas,・ReminiscencesofChildhood・,QuiteEarlyMorning,（New DirectionsPublishing
Cooperation,1954）,p.6
4.JamesA.Davies,・A MentalMilitarist・:DylanThomasandtheGreatWar・,WelshWritingin
English,Vol.2,（UniversityofWalesPress,1996）,p.63
5.DylanThomas,・ModernPoetry・,SwanseaGrammarSchoolMagazine26.3（12/1929）,p.84
6.・A MentalMilitarist・:DylanThomasandtheGreatWar・,op.cit.,p.65
7.ibid.,p.6772
8.以下，本稿ではトマスの詩（原詩）のテキストは次の本による。DylanThomas,SelectedPoems,edited
withanintroductionandnotesbyWalfordDavies,（PenguinBooks,2000）
9.トマスはVictorN.Paananenによれば，終生「社会主義的な作家」（asocialwriter）であり，それを証明
するものはその著作に豊富にあるという（cf.,VictorN.Paananen,・TheSocialVisionofDylanThomas・,
WelshWritinginEnglish,vol.8（Cardiff,2003）,p.4647）。またAckermanも「トマスは終生政治に
おいて左翼的でありつづけた」と記している（DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.31）。
10.望月健一「ディラントマスの戦争詩（1）」『人文社会学部紀要』VOL.3（富山国際大学，2003年），p.1
11.Wiliam YorkTindal,A Reader・sGuidetoDylanThomas,（TheNoondayPress,1962）,p.206
12.DylanThomas:ThePoems,ed.DanielJones,（Dent,1971）,p.272
13.cf.,・Whenthemorningwaswakingoverthewar/Heputonhisclothesandsteppedoutandhe
died,/Thelocksyawnedlooseandablastblewthem wide,/Hedroppedwherehelovedontheburst
pavementstone/Andthefuneralgrainsoftheslaughteredfloor.・（「朝が戦争で目覚めた時／その
老人は衣服を身につけ，家の外へ足を踏み出し，そして，死んだ／巻き毛はまるであくびをするかのように
その束をとかれ 爆風がそれらをすっかりと吹き飛ばした／老人は 爆弾が破裂した舗装道路の小石と／ま
るで殺されたかのような大地におちた 葬儀に集まった穀物の上 自ら愛した場所で倒れて死んだ」）
14.CharlesHobday,EdgelRickword:A PoetatWar,（CarcanetPress,1989）,p.233
15.A Reader・sGuidetoDylanThomas,op.cit.,p.225
16.この「暗闇」が聖書的なイメージを強く持つとAckermanはした上で，原初の闇は全てのはじまりである
ことを示唆する。そして，3行目冒頭のfathering（父となる）がこの「闇」にもかかる読みができるとも
語る。（DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.117）
17.望月健一「ディラントマスの戦争詩（3）」『国際教養学部紀要』VOL.1（富山国際大学，2005年），p.78
18.KarlShapiro,・DylanThomas・,Poetry,vol.87,no.2（November1955）,p.105
19.DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.3
20.WelshDylan,op.cit.,p.12
21.DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.310& p.1013.
22.GwynJones,TheFirstFortyYears,SomeNotesonAnglo-WelshLiterature,（UniversityofWales
Press,1957）,p.12
23.DylanThomas:HisLifeandWork,op.cit.,p.116
―35―
24.WelshDylan,op.cit.,p.12
25.SaundersLewis,YDdraigGoch,（1933）
26.SaundersLewis,IsThereanAnglo-WelshLiterature?,（CyhoeddwydganyGangen,1939）,p.5
27.R.S.Thomas,・SomeContemporaryScottishWriting・,SelectedProse,editedbySandraAnstey,
（Seren,1995）,p.2833。なおR.S.トマスが記したWelshnessに関しては，ウェールズ中部の丘の農夫
IagoPrytherchを描いた一連の詩（・A Peasant・など）や，愛国詩（・WelshHistory・）など参照。またウ
ェールズ人の英語化に関しては ・BorderBlues・や，・Ithurtshim tothink・などの詩に見てとれる。
28.DylanThomas,DylanThomas:TheBroadcasts,ed.byRalphMaud,（Dent,1991）,p.31
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